
1. は じ め に

日常生活において，我々は，様々な感覚から

得られる情報に基づいて，事物の位置や空間全

体の構造を把握し，行動を適応的に制御してい

る．これまでに多くの心理物理学的研究から，

視覚あるいは聴覚を通して定位された事物の空

間的な位置情報は，頭部のどこかを基準とする

自己中心座標において表現されることが示され

ている 1,2)．その中でも，視空間座標の原点（視

覚的エゴセンター）の位置を調べた研究は多く，

それは頭部正中面と両眼軸の交点であることが

分かっている 3,4)．一方，聴空間座標の原点（聴

覚的エゴセンター）の位置に関する研究は，わ

ずか 2つしかなく 5,6)，両者の間で推定された聴

覚的エゴセンターの位置は異なる．さらに，視

覚健常者と全盲の視覚障害者の音源定位行動を

比較した研究から，視覚経験を通して獲得され

る視覚イメージが，音源定位行動に影響するこ

とが示唆されているが 7)，聴覚的エゴセンター

の位置に視覚イメージがどう影響するかについ

ては，全く議論されていない．

本研究では，視覚的エゴセンターの推定方法

の一つである Howard & Templeton法 8)を聴覚

に応用し 5,6)，①聴覚的エゴセンターの位置に及

ぼす音源の位置の効果（実験 1），ならびに②視

覚イメージの影響（実験 2）の検討を通して，

視覚ならびに聴覚的エゴセンターの位置の特定

を行った．

2. 実　験　1

2.1 方法

被験者 視力・聴力ともに正常な成人 25名

（平均年齢： 21.3歳）．

刺激と装置 図 1は，実験に用いた刺激と装

置の配置を表す．刺激音はホワイトノイズ

（60 dB）で，スピーカーから提示された．標準

刺激提示用のスピーカーは，被験者の頭部を中

心とした半径 90 cmの円周上に，正中面に対し

て左右 30°，60°，120°および 150°の方向に固

定された．比較刺激提示用のスピーカーは，半

径の異なる 3つの円周上を可動する台車に設置

された．被験者は目隠しを装着し，頭部と胴部

の正中面が一致するよう，頭部をあごのせ台に

固定した．

完全無響室条件と，特別な反響音およびノイ

ズ音の統制を行っていない通常実験室条件の間

で，音源定位特性に有意な差は認められなかっ

たので 9,10)，本実験は，完全暗所下の通常実験

室内で実施した．

手続き 一試行では，標準刺激が 500 ms提

示され，その後無音の遅延時間を 500 msおい

て，標準刺激が 500 ms提示された．被験者の

課題は，後から聞こえた音（比較刺激）の方向

が，先に聞こえた音（標準刺激）の方向より右

あるいは左のどちらであったかを，口頭で答え

ることであった．比較刺激の位置は，被験者の

頭部に対する標準刺激の方向に対して，左右

（あるいは前後）20°の範囲を，1試行につき 1°

ずつ実験者によって動かされた．
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2.2 結果と考察

比較刺激の距離条件ごとに測定された各標準

刺激の知覚位置 3点に，回帰直線をあてはめ

た．Howard & Templeton法に基づいて，標準

刺激の提示方向条件ごとに，2本の回帰直線の

交点を算出し，その位置を聴覚的エゴセンター

と定義した 6,7)．

図 2は，各標準刺激の提示方向条件におけ

る，頭部正中面上の聴覚的エゴセンターの位置

を表す．頭部正中面上のエゴセンターの位置に

ついて，標準刺激の提示方向（4）の 1要因分

散分析を行った結果，提示方向の主効果は有意

であった（F(3, 15)�33.805, p�.001）．Ryan法

による多重比較の結果，30°条件における頭部

正中面上での位置に対して，60°，120°および

150°条件では，聴覚的エゴセンターの位置が有

意に後方へと偏位し 30°条件では両眼軸，60°，

120°および 150°条件では両眼軸とほぼ一致す

ることが分かった（すべて p�.05）．なお，いず

れの提示方向条件においても，頭部正中面に対

して左右方向へ有意なずれは認められなかった

（すべて p�.05）．

以上の結果から，目隠しをした視覚健常者の

音源定位においては，頭部に対する音源の位置

に依存して聴覚的エゴセンターの位置が異なり，

頭部正中面に対して左右 30°範囲では，その位

置は両眼軸と頭部正中面の交点，すなわち視覚

的エゴセンターの位置とほぼ一致するが，60°

よりも後方では，両耳軸と頭部正中面の交点，

すなわち頭部中心と一致することが分かった．

この結果は，視覚健常者の視野範囲における聴

覚的エゴセンターの位置を調べた Neelonらの

知見とも一致する 6)．頭部正中面に対して左右

30°の範囲は，視野に置き換えると，比較的に

空間解像度の高い視野中心部に相当する．視野

中心部での視覚健常者の音源定位において，視

覚的エゴセンターと聴覚的エゴセンターの位置

がほぼ一致するという結果は，音源の位置表象

の形成において，視空間座標を優位に機能させ

るか，あるいは，その利用の割合を増大させる

といったメカニズムが存在することを示唆して

いる．

3. 実　験　2

3.1 方法

被験者 聴力の正常な中途失明者 13名（平

均年齢： 43.6歳，平均視覚経験年数： 20.5

歳），ならびに先天盲者 4名（平均年齢： 32.5

歳）．

刺激と装置，および手続き 実験 1と同じで

あった．本実験では，聴空間定位において最も

視覚の影響を受けると考えられた視野中心部，

すなわち実験 1で用いた標準刺激のうち，頭部

正中面に対して左右 30°においてのみ，各被験

者群の聴覚的エゴセンターの位置を調べた．

3.2 結果と考察

図 3の �は，目隠しをした視覚健常群（実

験 1と同じ），中途失明群，ならびに先天盲群

の聴覚的エゴセンターの位置を表す．頭部正中

面上の聴覚的エゴセンターの位置について，被
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図 1 実験 1の刺激と装置．
図 2 聴覚的エゴセンターの推定位置．



験者群（3）の 1要因分散分析を行った結果，

被 験 者 群 の 主 効 果 は 有 意 で あ っ た

（F(2, 21)�6.42, p�.01）．Ryan法による多重比

較の結果，視覚健常群と中途失明群の間に有意

差は認められず（p�.10），両被験者群の聴覚的

エゴセンターの位置は，両眼軸とほぼ一致した．

一方，先天盲群の聴覚的エゴセンターの位置と，

視覚健常群および中途失明群との間には有意差

が見られ（いずれも p�.05），先天盲群のそれ

は両耳軸に近づくことが分かった．なお，いず

れの被験者群とも，頭部正中面に対する左右方

向への有意なずれは認められなかった（いずれ

も p�.05）．

以上の結果から，聴覚的エゴセンターは，現

時点で視覚が機能しているか否かではなく，視

覚経験を持つか否かによって，頭部正中面上の

異なる位置に存在することが示された．視覚経

験を通して獲得される視覚イメージを持たない

先天盲者では，聴覚的エゴセンターが頭部中心

に近い位置に推定されたことから，視覚の影響

を受けない純粋な聴空間座標の原点は，頭部中

心付近に位置すると考えられる．一方，視覚イ

メージを持つ視覚健常者および中途失明者では，

視野中心部の音源を聴覚定位するとき，定位に

際して視覚入力が得られない場合でも，視覚優

位の聴空間座標が機能している可能性がある．

ここで，中途失明群の中には，生後 3年未満

で失明した被験者が 3名含まれており，彼らの

聴覚的エゴセンターは，視覚的エゴセンターと

ほぼ一致した．このことは，発達過程の初期段

階において，視覚を優位に機能させる聴空間表

象メカニズムが獲得されると，失明後の年数に

限らず機能し続けることを示唆している．しか

し一方では，成人後に失明した中途失明者 3名

の聴覚的エゴセンターの位置は，頭部中心とほ

ぼ一致した．このことは，失明後の訓練や生活

様式などによって，聴空間座標の原点の位置が

頭部中心へと変調することを示唆しており，聴

空間座標の形成過程には，発達的・学習的側面

があると考えられる．

4. ま　と　め

本研究では，2通りの実験によって，聴覚的

エゴセンターの位置に及ぼす音源の位置の影響，

ならびに視覚イメージの影響を検討した．その

結果，以下の点が明らかとなった．

①目隠しをした視覚健常者の音源定位におい

て，聴覚的エゴセンターは，音源の位置に依存

して，頭部の異なる位置にシフトする：音源が

視野中心部にある場合，聴覚的エゴセンターは

視覚的エゴセンターとほぼ一致するが，視野辺

縁部および視野外では，頭部中心とほぼ一致す

る．

②視野中心部での音源定位における聴覚的エ

ゴセンターは，視覚イメージを持つか否かに

よって，頭部正中面上の異なる位置に存在す

る：視覚イメージを持つ被験者群の聴覚的エゴ

センターは，視覚的エゴセンターとほぼ一致す

るが，視覚イメージを持たない場合は，頭部中

心とほぼ一致する．

これらの結果は，出生後の空間定位行動にお

ける視聴覚相互作用を通して，聴空間座標が形

成され，その過程において，自己の身体と音源

との位置関係に応じて，視空間座標あるいは純

粋な聴空間座標のどちらかを優位に機能させる

といった聴空間表象メカニズムが獲得されるこ
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図 3 各被験者群における聴覚的エゴセンターの推定

位置．



とを示唆している．また，中途失明群の中には，

生後間もなく失明したにもかかわらず，視覚優

位の聴空間座標が機能していることを示す被験

者がいたが，一方では，成人後に失明した被験

者の中には，純粋な聴空間座標が機能している

ことを示す者も見られた．このことから，聴空

間表象メカニズムは発達過程の早期に獲得され

るが，その後の生育暦における訓練や経験を通

しても発達的に変化する可能性が示された．

我々の空間定位行動に立ち返ると，視力・聴

力ともに機能が正常である場合，音源を視覚的

に捉えるという行動は，日常的に頻繁に見られ

る行動パターンの一つである．視野中心部に音

源が位置するとき，ほとんどの場合は，サッ

カード眼球運動によって対象を中心窩に捉える．

一方，視野辺縁部あるいは視野外に音源が位置

するときには，まずその方向に頭部または身体

を回転させ，その後，中心窩に対象を捉えるだ

ろう．前者のような行動パターンにおいては，

空間解像度の高い視空間座標を用いて音源の視

覚的・聴覚的位置情報を表現することで，正確

かつ効率的な空間把握が実現可能となるだろう．

これに対して，後者のような行動パターンにお

いては，音源の位置情報を，頭部あるいは身体

の運動に利用する上での効率性が重要な問題と

なる．頭部中心は，頭部運動の回転軸と一致

し，複数の感覚モダリティからの入力を統合す

る座標系の原点とも考えられる 11)．頭部中心

（�両耳軸中点）を原点とする聴空間座標は，

聴覚的な空間表象メカニズムが，頭部や身体の

運動と密接に相互作用していることを反映して

いるのかもしれない．身体と音源との位置関係

に依存した聴空間座標の形成過程が，どのよう

な発達を遂げるのかについては，さらなる検討

が必要である．
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